
１ 当初予算（要求）額（千円）

２ 当初予算（決定）額（千円）

３ 事業概要
岐阜県では、情報通信（ＩＴ）産業を次世代の基幹産業として位置づけ、ＩＴ関連の企業やコンテン

ツビジネスの一大集積地を形成し、世界に誇る情報価値生産の場「情場」づくりを目指す「スイート
バレー構想」を推進しています。

財団法人ソフトピアジャパンは、このスイートバレー構想の中核拠点として、新産業の育成や地
域産業の高度化、さらには県民生活に関わりの深い医療、福祉、教育など民生分野の情報化を
目的に設立され、現在では、ＩＴ関連企業１４６社、約１７００人が就労する一大集積地を形成して
います。

今後は、５，０００人が集う世界一高密度な集積地の実現に向け、ビジネスサポート体制の充
実、ビジネスインフラの整備、研究開発の推進、高度情報化社会に対応した人材の育成を図ると
ともに市町村の情報化を支援していきます。

４ 施策の効果
ベンチャー企業、ソフトピアジャパン進出企業に対する各種支援施策による情報産業の育成及

びＩＴ関連企業の集積。
また、市町村が進める情報化を支援し、地域の情報化に寄与する。

５ 要求の内容
（１）情報産業支援事業 １２６，３３２千円

・ベンチャー企業に対する専門家によるコンサルティング、事業発表会の開催、進 出企
業の紹介ガイドブックの作成による支援。

・マルチメディア＆ＶＲメッセの開催。
・「インターンシップ」を活用した若手の人材供給を促進。
・「公共サービスに関する事業化アイデア」の実現を図るための技術コンサルタン ト及び

実証実験に対する補助。
・シリコンバレー在住のＩＴ技術者を招聘し、シリコンバレーソフトピアブランチ 事務所を活

用することにより、ソフトピアジャパン進出企業等を支援。
（２）人材育成教育研修事業 １０，１１０千円

・高度情報処理技術者の人材育成及び一般企業や県民へのＩＴ基礎研修の実施。
（３）研究開発支援事業 １０９，９１１千円

・企業、大学と共同で先端技術の研究や開発を行うとともに、その成果の製品化、 商品
化を図る。

・ＮＴＴドコモグループ及び松下電器グループとともにモバイル技術を活用し、福 祉分野
を中心とした公共関連のサービスシステムの構築。

・県のネットワーク拠点として、地域ＩＸ、岐阜情報スーパーハイウェイ、ギガビ ットネットワ
ーク、研究用広帯域ネットワークの活用及び「ｅ！プロジェクト」の 推進。
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（４）情報サービス提供事業 ５５，３１９千円
・海外の企業・大学・地域等との連携を深め、県内情報産業の育成・支援を図る。 ・研究

用ブロードバンドネットワークを活用した遠隔講義ビジネスシステムの構築
（５）情報交流・啓発普及事業 １９，７９０千円

・機関誌、ホームページを活用したソフトピアジャパンプロジェクトのＰＲ。
・ソフトピアジャパン、京都リサーチパーク及び横須賀リサーチパークとの連携に よる共

同プロジェクトの実施。
（６）地域情報化支援事業 １１，９１８千円

・地域が主催するＩＴ関連イベントへの協力及びブランチ創出のための支援及び市 町村
の情報化を支援するための訪問相談・指導の実施。

６ 用語の解説
・モバイル：携帯型パソコンや携帯電話を活用し、場所に固定されず、情報の送受 信を

行うこと
・ブロードバンド：高速な通信回線による大容量データを活用したサービス
・ｅ！プロジェクト：総務省事業である「インターネットの基礎技術の高度化に関 する調査

研究」

７ 決定内容
各事業を精査の上、次のとおり所要額を予算措置した。

□情報産業支援事業 １２５，５９４千円
うちソフトピアジャパン入居促進事業 ３１，０００千円

□人材育成教育研修事業 １０，１１０千円
□研究開発支援事業 １０９，９００千円

うちｅ！プロジェクト推進事業 ２，０００千円
□情報サービス提供事業 ４９，６９８千円
□情報交流・啓発普及事業 １９，１７１千円
□地域情報化支援事業 ７，０００千円

うちデジタルガバメント推進支援事業 ２，０００千円


